








イエズス会ローマ文書館所蔵の日本 ･中国関係文書集第17集 (Jap.Sin.17)の 315r-321Vに
は､ジョアン ･バブテイスタ ･ポーロ神父による播磨 ･小豆島 ･讃岐および阿波における布





















(2)五野井隆史 ｢元和三年､イエズス会士ポーロの中国 ･四国布教について一讃岐高松の殉教事件を中心にして- ｣(『鎖
国日本 と国際交流 上巻』吉川弘文館1988)参照｡
(3)五野井氏前掲論文､近藤春平 『讃岐吉利支丹諸考 補訂版』(2002自家版)｢11 高松の石原孫右衛門父子殉教 1617
年｣参照｡
(4)五野井氏前掲論文参照｡なお､五野井氏の翻刻は､原則として現代仮名遣いに拠っている｡





















































































































































まちにん ご しんしやう かた
本は侍にて御座/候が 関ヶ原陣よりこのかた町人になり､御身上も形/のごとくの人にて候｡
おん


























川 口 敦 チ
6
み､ 日夜龍のもとへ行き､何とて左様/には候や､大事の家督を捨て､一命を果たし候や?
に にん なに たま




候へとの御異見はなか- /御無用ににて御座候 と御申し候て 重ねて御返事も無/ く候｡ま
い よし






え申し候､日暮れ日出でてより介錯人参 り候て 龍/より縄を掛け引出だし候 とき､大きなる
げん ば





おん そろ おん そろ
とより御暇乞ひに参 り候へば､/アンタン見返 り給ひ､ 大事ぞ- と御申し候て､道すが
おん ろ し たか
ら/御知音の衆に御暇乞ひなされ､ それより路次すがら高/オラショにて最後の場に着き給









ン御申し候は､おの- の御座候所 と､我等の参/ り候所とは違ひ申し候､御成敗なされ候













































































申し候は､斯様に申し候 とて/も主の命を背き難 く候､はや夜も更け申すべ く候間 /さらば
おん
恩ひ切 り害し申さんとて刀を取 り上げ､目を塞ぎ/フランシスコの御首に押し当て候 ところ
に､わっと泣き給へば､介/錯人そのまま一丁ばかり逃げ申し候､その後にとどめ/をばア











































































当時の仮名遣いでは ｢龍｣は合音 (ろう)だが､もし ｢牢｣の字を宛てるならば開音 くら


























してquiを採用 したが､後の 『日本語小文典』(1620年マカオ刊)(4)では､ラテン語の発音 との
紛らわしさを理由にqui,queを退け､新たにki,keという表記を提唱した｡
(1)福島邦道解説 『キリシタン版落葉集』(勉誠社1977)0
(2)訳文は､土井忠生 ･森田武 ･長南実編訳 『邦訳日葡辞書』(岩波書店1980)による｡
(3)森田武 『日葡辞書提要』(清文堂1993)p.132-136参照｡
(4)訳文は､池上峯夫訳 『ロドリゲス日本語小文典』(岩波書店1993)による｡〔〕内は訳者が補った言葉｡





















とする｡例､Caki,Caku,Cakb,Cakeba,Cakaba(書き ･書 く･書かう･書けば .書かば)､
Todoke,Todokuru,Todoketa,Todoke6,Todokeyo,Todokeba,Todokaba,Todoketareba,
Todoketaraba,Todokete(届け ･届 くる ･届けた ･届けう･届けよ ･届けば ･届かば ･届
けたれば ･届けたらば ･届けて)
こうした語をkで表記する方法は 〔日本語の〕正 しく自然な発音に対応 していると同時





Cu 動詞活用語尾 0例 qu 動詞活用語尾 0例
形容詞活用語尾 7例 形容詞活用語尾 14例
助動詞活用語尾 5例 助動詞活用語尾 3例
活用語尾 計 12例 活用語尾 計 17例




























本稿は平成17年度科学研究費補助金 (若手研究 (B))(課題番号 :17720102)による研究成
果の一部である｡
なお､本稿で参照 した五野井隆史氏の御論考 と翻字の所在を御教示下さった大塚光信先生
に､この場を借 りて厚 く御礼申し上げます｡
(1)森田氏前掲書p.130-132参照｡
